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令和 4年度特別職職員報酬等審議会 会議録 

 

日 時 令和 4年 11月 14日（月）17時 00分 ～ 17時 40分 

会 場 市庁舎 3階 会議室 3D 

出席委員 小池委員、藤山委員、檜山委員、長島委員 

（五十音順） 

欠席委員 熊坂委員、三戸委員 

市出席者 （市総務部） 

千葉総務部長、佐藤職員課長、佐藤主査、福井主事 

傍 聴 者 0 名 

 

１  開  会 

 

○過半数を超える委員が出席していることから、審議会が成立していることを確認し、

開会。 

○議事に入るまでの間事務局で進行。 

 

２ 委員自己紹介・事務局自己紹介 

  ○委員、事務局の順に自己紹介。 

 

３ 会議の公開・非公開について 

○檜山委員が会長として、進行。 

 

  会 長：傍聴の希望があった場合は許可すること、会議録については、発言者名を

伏せた状態で、要旨のみ公表とすることでよいか。 

 

【異議なし】 

       

４ 令和 4年度に実施した特別職職員の報酬等調査結果について 

 ○事務局より、令和 4年度に実施した特別職職員の報酬等調査結果を説明。 

 

【質問・意見】 

 

Ａ委員：本市の議会議員は減額をしていないのか。 

事務局：議会議員は減額を実施していない。 
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６ 市長、副市長、教育長の給料等の減額の終了について 

 ○事務局より、資料により特別職の給与減額の経過、内容、道内の状況、削減額の 

累計及び減額の終了に係る議案の上程予定等を説明。 

 

Ａ委員：減額を終了すると支給額が増えるということになるが、その原資は。 

事務局：歳出としては増えるが、総務部のみではなく市全体としてボールパーク 

などの新たな施策により、歳入を増やし財源を確保していく。 

 

Ｂ委員：民間企業でいえば、事業が厳しければ上がらないと思うが。 

事務局：約１８年間と長期にわたり実施しており、減額の額も三役合わせて 

約４０００万円と多額にのぼっているところ、昨今国が目指している構造

的な賃上げに向けた取り組みの動きや、令和４年度の人事院勧告による職

員給与の引上勧告などを鑑み、終了したいと考えている。 

 

会 長: あくまでも自主的な減額の終了ということでよいか。 

事務局：現市長が就任した平成 17年以降 18年間実施した独自削減について、令和

4年度いっぱいで終了するものです。 

 

６ 閉  会 

 ○会長より審議会への協力に謝意を述べ、閉会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


